告　　発　　状
２０１６年　月　日

東京地方検察庁　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告発人住所

告発人氏名　　　　　　　　　　　　　　印
１　あっせん利得処罰法違反

　（1）被告発人甘利明、同清島健一は共謀して２０１３年５月に株式会社薩摩興業の当時の総務課長から独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ」という）の職員に対して「ＵＲ」の実施した工事による損失補償又は賠償請求等の為の働きかけの請託をうけて、同年６月７日にＵＲ職員３名に対してその職務上の行為を行うよう働きかけ、同年８月２０日金５００万円、１１月１４日金５０万円をその働きかけた報酬として財産上の利益を収受し、
　（2）　被告発人甘利明、同清島健一、同鈴木陸充は共謀して同社の敷地に埋設された産業廃棄物の撤去費用の金額交渉のＵＲ職員への働きかけの請託を２０１４年２月～２０１５年１１月迄の間にうけて、２０１５年７月～２０１６年１月までの間に何回もＵＲ職員らに対してその職務上の行為を行うよう働きかけ、その報酬として２０１５年2月1日甘利明が金50万円を受領した他秘書達や、甘利大臣の政治資金パーテイ券の購入など合計935万円を財産上の利益を収受し　
（３　それぞれあっせん利得処罰法第1条2項違反したものである。

２　政治資金規正法違反
　被告発人甘利明は「自由民主党神奈川第１３選挙区支部」の代表者であり、同清島健一はその会計責任者であるが、両者は共謀して、２０１３年分の選挙収支報告書に５００万円の虚偽記載、２０１４年分の収支報告書に５０万円の不記載罪の疑いもあるのでその事実も捜査して頂きたい。
３　早急に捜査の上、厳重に処罰していただきたく告発する。

なお、刑事訴訟法260条の私への通知は、別件の告発代理人代表の弁護士阪口徳雄を通じて下さい。

